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コレクション拝見

旧スペイン領西部アフリカ切手

塩田 泰弘

12月例会の令和５年コレクション拝見の順番決めで、前会長から「昭和切手を出せ！」

と言われ、整理するいい機会と思い、準備を始めました。しかし、昭和切手は刷色、紙

質、目打ちなどが複雑で、沼にハマった状態になり、６月の拝見には間に合わなくなり

ました。やむを得ず、既にアルバムにまとめていた旧スペイン領切手を出すことにしま

した。あまり面白みはないのですが、ご容赦ください。

帝国主義時代のスペインは、主として南北アメリカに広大な植民地を得ていたのです

が、アフリカにおいてはイギリス、フランス、ポルトガル、ドイツ等に遅れて進出しま

した。このためスペインは、既に北アフリカに広大な植民地を得ていたフランスに対抗

する上で重要なモロッコの地中海沿岸部のほか、西部アフリカのイフニ、サハラ、ギニ

ア（後、リオムニ、フェルナンド・ポー）等の小規模な植民地を得たに過ぎませんでし

た。

これらの国々の切手は、アフリカらしいデザインで見た目もきれいであるうえ安価で

あったので、エジプト切手のサブコレクションとして気楽に収集を始めました。ところ

が始めて見ると、初期の切手はスペイン切手に加刷したものが多く、日本では流通量が

少なく、なかなか入手できない状況で苦心しています。

今回は、たまたま手に入たモロッコの加刷切手（3リーフ）を含む、各国それぞれ10

リーフを抜き出して紹介することにしました。

旧スペイン領と紹介するリーフ数

スペイン領モロッコ：10リーフ

イ フ ニ：10リーフ

サ ハ ラ：10リーフ

リオ・ムニ：10リーフ

フェルナンド・ポー：10リーフ
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